
　
東
北
中
央
自
動
車
道
は
、
そ
の
前

身
と
も
い
え
る
羽
州
街
道
（
青
森
｜

秋
田
｜
山
形
｜
福
島
）
や
栗
子
（
米

沢̶

福
島
間
）
の
「
万
世
大
路
」
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

１
８
８
１
年

　
万
世
大
路
の
栗
子
隧
道
（
米
沢
｜

福
島
間
の
ト
ン
ネ
ル
）
は
明
治
14
年

に
開
通
。
延
長
は
約
876
ｍ
あ
り
、
当

時
の
日
本
で
は
最
長
の
ト
ン
ネ
ル
で

し
た
。
こ
の
頃
は
、
人
馬
が
通
る
こ

と
を
想
定
し
た
道
路
で
し
た
。

１
８
８
５
年

　
江
戸
時
代
か
ら
続
く
羽
州
街
道
は
、

栗
子
隧
道
開
通
を
受
け
、
上
山
か
ら

先
は
万
世
大
路
を
通
る
ル
ー
ト
へ
と

変
更
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
順
次

改
修
が
進
み
、
明
治
18
年
に
国
道
と

し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

１
９
３
７
年

　
道
路
が
改
築
さ
れ
た
こ
と
で
、
万

世
大
路
は
昭
和
12
年
に
車
が
通
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
冬

の
積
雪
３
ｍ
を
除
雪
す
る
こ
と
は
、

当
時
と
し
て
は
ま
だ
難
し
く
、
冬
期

５
ヵ
月
は
交
通
不
能
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

１
９
５
２
年

　
新
道
路
法
が
制
定
さ
れ
、
山
形
を

縦
断
す
る
秋
田
市
｜
福
島
市
間
の
道

路
が
国
道
13
号
と
な
り
ま
し
た
。

１
９
８
４
年

　
昭
和
59
年
以
降
、
横
手
南
バ
イ
パ

ス
、
湯
沢
バ
イ
パ
ス
、
尾
花
沢
新
庄

道
路
の
順
で
事
業
化
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

特集 東北中央自動車道＜４市町共同広報＞

つながる道路 ひろがる可能性
　３月30日、東北中央自動車道「金山道路」の新規事業化が発表
され、全線開通へ向け、大きく前進しました。開通後は、移動時間
の短縮はもちろん、インバウンド観光の促進や物流の効率化が図ら
れるなど、新庄最上地域でも波及効果が期待されます。
　人々の生活に欠かすことのできない道路。今回の東北中央自動車
道の全線整備着手を受け、改めて道路がつながる意義を考えます。
　今回は、東北中央自動車道の沿線上にある真室川町、金山町、新
庄市、舟形町が共同で特集をします。

山
形
河
川
国
道
事
務
所
の
お
仕
事

　
山
形
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、
一
級
河

川
で
あ
る
最
上
川
お
よ
び
一
般
国
道
５
路

線
、
東
北
中
央
自
動
車
道
の
整
備
や
管
理

を
主
な
業
務
と
し
て
い
ま
す
。

　
河
川
に
お
い
て
は
、
自
然
を
守
り
な
が

ら
、
洪
水
に
よ
る
被
害
を
減
ら
し
、
川
と

人
と
が
良
い
関
係
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
道
路
に
お
い
て
は
、
今
回
新
規

事
業
化
が
決
定
し
た
金
山
道
路
を
は
じ
め

と
す
る
東
北
中
央
自
動
車
道
の
各
区
間
の

整
備
は
も
ち
ろ
ん
、
す
で
に
供
用
し
て
い

る
道
路
の
維
持
管
理
も
重
要
な
業
務
と
な

り
ま
す
。

道
路
が
つ
な
が
る
こ
と
で

　
　
　
　
　
　期
待
さ
れ
る
効
果

　
新
庄
最
上
地
域
の
国
道
13
号
は
、
幅
が

狭
く
、
冬
期
は
豪
雪
に
伴
う
運
搬
排
雪
作

業
や
路
面
凍
結
に
よ
る
交
通
事
故
な
ど
に

よ
り
、
交
通
規
制
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
移
動
時
間
の
遅
れ
が
生
じ
、

通
勤
・
通
学
や
主
要
産
業
で
あ
る
農
林
業

な
ど
の
物
流
を
阻
害
し
て
い
ま
す
。

　
冬
期
間
の
事
故
な
ど
に
よ
る
通
行
止
め

の
際
に
は
、
代
替
路
が
な
い
こ
と
も
問
題

で
す
。
例
え
ば
新
庄
市
か
ら
秋
田
県
湯
沢

市
へ
向
か
う
場
合
、
通
常
59
㎞
の
と
こ
ろ
、

115
㎞
と
約
２
倍
の
迂
回
を
強
い
ら
れ
る
な

ど
、
社
会
経
済
活
動
へ
の
影
響
が
大
き
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
東
北
中
央
自
動
車
道
延
長
約
268
㎞

の
全
区
間
が
事
業
化
。
高
速
道
路
が
広
が

り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
促
進
や
物
流

効
率
化
、
新
た
な
企
業
立
地
や
商
圏
の
拡

大
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

事
業
実
施
状
況
と
今
年
度
の
予
定

　
新
庄
市
よ
り
北
側
で
は
、
南
か
ら
泉
田

道
路
・
新
庄
金
山
道
路
・
金
山
道
路
・
真

室
川
雄
勝
道
路
の
４
ヵ
所
の
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
泉
田
道
路
は
、
道
路
が
開
通
す
る
ま
で

に
か
か
る
総
事
業
費
の
約
27
％
が
完
了
し

て
お
り
、
用
地
も
95
％
は
取
得
し
て
い
る

状
況
で
す
。
ま
た
、
新
庄
金
山
道
路
は
、

総
事
業
費
の
約
３
％
、
用
地
の
取
得
は
10

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
用
地

買
収
に
着
手
し
て
お
り
、
今
年
度
か
ら
一

部
区
間
の
工
事
を
予
定
。
金
山
道
路
と
真

室
川
雄
勝
道
路
は
、
道
路
設
計
な
ど
の
調

査
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

縦
軸
・
横
軸
の
道
路
整
備
と

　
　
　新
庄
最
上
地
域
へ
の
影
響

　
新
庄
最
上
地
域
は
、
縦
軸
の
国
道
13
号

や
東
北
中
央
自
動
車
道
と
、
横
軸
の
国
道

47
号
や
地
域
高
規
格
道
路
の
新
庄
酒
田
道

路
が
交
差
す
る
地
点
。
庄
内
地
方
や
村
山

地
方
、
秋
田
県
や
宮
城
県
の
交
流
・
連
携

を
推
進
す
る
重
要
な
地
域
で
す
。

　
縦
軸
の
東
北
中
央
自
動
車
道
は
、
大
石

田
村
山
〜
尾
花
沢
間
が
４
月
15
日
に
開
通

し
、
さ
ら
に
東
根
〜
東
根
北
や
南
陽
高
畠

〜
山
形
上
山
な
ど
、
続
々
と
開
通
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
横
軸
の
新
庄
酒

田
道
路
で
は
、
３
月
に
余
目
酒
田
道
路
が

開
通
し
、
今
年
度
は
新
庄
古
口
道
路
の
一

部
区
間
が
開
通
す
る
予
定
。
縦
軸
・
横
軸

と
も
に
整
備
が
進
ん
で
お
り
、
地
域
間
交

流
の
促
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
道
路
の
整
備
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
観
光

資
源
を
活
か
し
た
交
流
人
口
の
拡
大
や
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
企
業
活
動

の
促
進
な
ど
、
新
庄
最
上
地
域
の
振
興
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

道
路
が
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と

　
人
々
の
生
活
に
道
路
は
欠
か
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
日
常
生
活
や
生
産
活
動
を

支
え
る
重
要
な
社
会
基
盤
で
あ
り
、
地
域

間
の
連
携
・
交
流
を
促
進
す
る
空
間
で
す
。

高
速
道
路
な
ど
の
道
路
は
、
造
る
こ
と
が

目
的
で
は
な
く
、
そ
の
道
路
を
地
域
全
体

が
ど
の
よ
う
に
活
用
し
、
ど
ん
な
地
域
に

し
て
い
き
た
い
か
、
そ
こ
に
住
む
地
域
の

み
な
さ
ん
が
主
役
と
な
り
、
行
動
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
道
路
が
つ
な
が
る
こ
と

で
ひ
ろ
が
る
可
能
性
を
、
み
な
さ
ん
と
と

も
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

国土交通省
　東北地方整備局
　　山形河川国道事務所

事務所長 さん和田賢哉
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▲明治14年に開通した初代栗子隧道米沢側坑口
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